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春寒の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃は本校の教育に多大のご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。 
 平成最後の年がスタートして、早くも１ヶ月が経過しました。先月号でもお伝えしました

が、２年生の３学期は３年生への助走期間です。進路決定に向けた取り組みにフライングな

どありません。進路決定に向けたスタートダッシュができているか、各自が自分に問いかけ

てほしいと思います。 
 また、今月末からは学年末試験が始まり、来月１日には卒業式が行われます。３年生が卒業すると、皆さんが本校

の最高学年となります。最高学年になる心構えはできているでしょうか。来年度から、体育祭などの学校行事で最上

級生として後輩の手本とならねばなりません。後輩達の「良い手本」となり、同時に慕われる先輩として成長してく

れることを期待しています。 
 今月の１１日から１３日までの３日間、伊予路に春を呼ぶといわれる椿神社の「椿まつり」が開催されます。お参

りに行くという人も多いと思いますが、人が多く集まりますので、トラブルに巻き込まれたり、体調を崩したりしな

いよう、しっかり自己管理してください。また、良識に欠ける行動や、周りに迷惑をかける行動をして指導を受ける

ことなど、絶対にないようにしてください。 

インフルエンザ対策について 

 昨年末は平均気温を上回る日が続き、暖冬

と言われていました。その影響もあり、A型

インフルエンザの流行が先送りとなってい

ました。しかし、冷え込みが厳しくなった今、

流行が始まりました。例年であれば、A型の

流行が収束してから始まる B 型インフルエ

ンザの流行も始まりつつあるようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
本校の生徒たちの中にも、インフルエンザ

に罹患してしまった生徒が増えつつありま

す。担任の先生から伝えてもらいましたが、

規則正しい生活と、うがい・手洗いの徹底な

ど、感染しないための努力をしてください。 
もし、発熱や関節痛などの症状が出た時に

は、速やかに病院を受診しましょう。今は抗

インフルエンザ薬もありますので、早めの受

診が症状を軽くすることにつながります。 
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学級の「柱」 

 １月１０日の昼休みに、委員長・副委員

長任命式を行いました。任命された１４名

は、下の表の通りです。 
３学期は最も短い期間にはなりますが、

一年間を締めくくる大切な学期です。委員

長・副委員長に任命された人は、クラスを

支える「柱」として、まとまりある学級作

りに協力してください。 
      

 
 

委員長 副委員長

１組 野沢　信帆 小原　優夜

２組 成川　由莉 玉井　凜

３組 丹下　朋也 酒井　友萌

４組 武智　領 白石　友菜

５組 板東　雷夏 野間　咲良

６組 栗原　はづき 藤井　愛理

７組 菅　紗希 佐々木　愛  

いつでもどこでも誰とでも 

今の日本は、ネットワークによって「いつでも、どこでも、何でも、誰

とでも」コンピュータネットワークによって繋がるユビキタス社会です。

様々なサービスが提供され、私たちの生活をより豊かにしてくれている反

面、その利用方法によっては大きな問題が生じるようになりました。 
先日、朝のニュースで「〇〇チャレンジ動画」の問題が報道されていました。目隠しをして

車を運転したり、自分の体に火をつける動画を投稿し、閲覧者数を増やそうとする人が多くい

るようです。注目を集めたいという欲求や、閲覧者数を増やして収入増を狙ったものと報道さ

れていましたが、その行為が自分や周りの人の命を脅かす事に気づかない愚かさに驚きました。

また、ネットワーク上にあげてしまった情報が一人歩きするリスクにも気付いていないようで

す。その時の自分は楽しくて、その楽しさを他者と共有したいと思ったとしても、その情報が

ネットワークに上がってしまうと、デジタルタトゥーという言葉の通り、削除することが難し

くなります。 
皆さんの中にも、ＳＮＳを利用する人が多いと思います。その時々の自分の「感情」をＳＮ

Ｓに載せてしまいがちですが、その表現が他者の人権を傷つけるものだったり、大切な個人情

報であった場合には、その責任を負うのは皆さん自身となります。先にも書きましたが、後で

「ごめんなさい」と謝っても、一度ネットワークに上がってしまった情報は、消すことができ

ません。いつでも繋がってしまう社会だからこそ、取り返しのつかない問題が生じてしまう前

に、自分の表現に大きな責任が生じることを自覚してください。 


